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第２回 全員協議会記録 

 

１ 日  時  平成３１年２月７日(木)  午前１０時３８分 開会 

２ 場  所  議会本会議場 

３ 出席議員  １７名 

議 長  植 木   茂   議 員  阿 部 幸 夫 

副 議 長  横 尾 祐 子   〃  太 田 紀己代 

議     員  渡 辺 幹 衛   〃  木 浦 敏 明 

〃  村 越 洋 一   〃  樗 沢   諭 

〃  岩 﨑 芳 昭   〃  山 川 香 一 

〃  宮 澤 一 照   〃  小 嶋 正 彰 

〃  関 根 正 明   〃  八 木 清 美 

〃  霜 鳥 榮 之   〃  堀 川 義 徳 

〃  髙 田 保 則      

４ 欠席議員  １名   

議 員  佐 藤 栄 一 

５ 欠  員  ０名 

６ 説 明 員  ０名 

７ 事務局員  ３名 

局 長  岩 澤 正 明   主 査  道 下 啓 子 

庶 務 係 長  堀 川   誠      

８ 件  名 

  １ 事件 

   1）けいなん総合病院３階病棟のリハビリテーション施設への改修について 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（植木 茂） 引き続き、ただいまから全員協議会を開会いたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

1）けいなん総合病院３階病棟のリハビリテーション施設への改修について 

○議長（植木 茂） 1）けいなん総合病院３階病棟のリハビリテーション施設への改修について説明を願います。 

   健康保険課長。 

○健康保険課長（吉越哲也） けいなん総合病院３階病棟のリハビリテーション施設への改修について、御説明申し上

げます。けいなん総合病院にきましては、当市の基幹病院として平成 14 年４月に現在の病院施設に移転新築し、認

可病床数 170 床で運営されてまいりましたが、常勤医師や診療科目の減少等により、平成 29 年４月からは３階の病

棟 50 床を休眠して現在に至っております。同病院を取り巻く環境としましては、当市を中心とする周辺地域の人口

減少に加えて少子高齢化が進展し、医療ニーズも急性期医療の需要が減少し、在宅復帰や施設入所のための治療や
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リハビリを行う回復期医療の需要が高まっております。これらの状況を受け、けいなん総合病院では、病院の存続

と医療の継続のため、休眠している３階病棟のリハビリテーション施設への改修を計画しているものであります。

配付いたしました資料をごらんいただきたいと思います。具体的な対応策としましては、現在休眠中の３階病棟を

増加する高齢者疾患に伴う多様なリハビリテーションの需要増大に応えていくため、リハビリテーション施設に改

修して再開するものであります。図面の右側にありますとおり、３階病棟にＰＴと書いてありますが、これは理学

療法のことになります。それからＯＴ、これは作業療法です。それからＳＴ、これは言語聴覚療法ということです。

それかにカンファレンスを行う施設整備しまして、また、それに必要な機器の整備をすることにしています。また、

理学療法士・作業療法士も随時増員をしたいという考え方でございます。改修工事につきましては、県の補助金を

活用しながら、今年の秋から着手し、遅くとも来年の４月には運用開始したいという考えでありますが、病院とし

ましては工事の進捗を見ながら早めの運用を目指したいという考え方でございます。また、今回の改修に伴い、こ

れまで休眠としていました３階病棟の 50 床につきましては削減となりますことから、今後の認可病床はこれまでの

170 床から 120 床になる予定であります。本件につきましては去る１月 30 日に開催されました、けいなん総合病院

運営審議委員会において承認をされたところでございます。市といたしましては、市内の基幹病院である、けいな

ん総合病院の存続と医療の継続のため、先程議決をいただきました寄付講座による医療体制の充実など、今後とも

必要な支援を引き続き講じてまいりたいと考えております。以上で説明を終わります。 

○議長（植木 茂） ただいまの日程の説明について質問、意見等ございませんか。 

   太田議員。 

○太田議員（太田紀己代） 12 番太田紀己代でございます。今ほどの御説明でリハビリテーションの所をこれから計画

していくということで、回復期リハというのは非常に重要なところだと思います。ほとんど急性期は上越市内の病

院で受け持たれておりますが、その後、急性期医療から退院される時に住み慣れたところに戻ってくるということ

がなかなかできないといったところがございますが、ここで見させていただきますと一つには、病床はないという

ふうに思うんですけれども、いわゆる急性期医療を終えられた方は、４階、５階の病床で入院なさるというふうに

捉えてよろしゅうございますか。 

○議長（植木 茂） 健康保険課長。 

○健康保険課長（吉越哲也） 病床につきましては、現在の４階を中心に使っていくというふうに聞いております。 

○議長（植木 茂） 太田議員。 

○太田議員（太田紀己代） 承知いたしました。あとですね、３階の所では手術室、あと病児保育といった形の部分が

あろうかと思いますが、感染症等の安全性については何かお考えがありますか。動きがあれば教えていただきたい

と思います。 

○議長（植木 茂） 健康保険課長。 

○健康保険課長（吉越哲也） まず施設改修については今ほど図面にお付けしたとおりの場所になりますが、それ以外

の区域については、特にどういうふうに使うという計画はないということです。それから議員さんがおっしゃった

感染症の対策については、具体的な説明は受けておりません。 

○議長（植木 茂） 太田議員。 

○太田議員（太田紀己代） ぜひとも、感染症の部分できちっと講じていただいて、安全な回復期、それから病児保育

を進め行っていただきたいと思います。どうもありがとうございました。 

○議長（植木 茂） 堀川議員。 

○堀川議員（堀川義徳） ここに説明の中に工事着手と竣工が決まってるんですが、この工事費ですね、今回の改修に
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掛る工事費とあと先ほど県の予算を使うということなんですが、市の持ち出し分はないんでしょうか。 

○議長（植木 茂） 健康保険課長。 

○健康保険課長（吉越哲也） 今回の改修工事につきましては、総事業費で約１億 1100 万円ほどかかると説明を受けて

おりまして、そのうちの２分の１は県の補助が出るということで説明を受けております。市費については、今回出

す予定はございません。市の補助はありませんということです。県の費用が２分の１あってということです。 

○議長（植木 茂） 霜鳥議員。 

○霜鳥議員（霜鳥榮之） このＯＴ、ＰＴの関係なんですけどね、あっこではリハビリ今現在もやってると思うんです

けども、今実際にけいなん病院でもってやっているリハビリの実態というのはどのようになってますか。 

○議長（植木 茂） 健康保険課長。 

○健康保険課長（吉越哲也） 現在けいなん病院のリハビリテーションにつきましては１階の一番奥の所にリハビリの

スペースがあります。そちらのほうが全体的には手狭だということがありまして、今回３階のほうを使いたいとい

う考え方です。説明受けてる範囲では、現在の１階のスペースの今後３階を改修した場合には倍くらいのスペース

になるということです。先般私もちょっと１階のフロア見て来たんですけどもＰＴ用のフロアはあるんですが、Ｏ

Ｔ用のフロアについては、十分なスペースがないという御説明がありました。それから利用実態については、今の

状況でどれだけ利用実態ありますかという話を聞いたんですけども、大体 60 人くらいの利用があるというふうに説

明を受けております。 

○議長（植木 茂） 霜鳥議員。 

○霜鳥議員（霜鳥榮之） 当然スペースを取ってやるわけですから、それぞれのＯＴ、ＰＴも採用して拡充する位置づ

けになるんだろうと思うんですけども、その辺の見通しはいかがですか。 

○議長（植木 茂） 健康保険課長。 

○健康保険課長（吉越哲也） 先ほども御説明したとおり、平成 32 年の４月オープンを目指しておりますのでそれに向

けまして、現在の態勢に加えてＯＴとＰＴを一人ずつふやしたいということで、けいなん総合病院では人員の拡充

を計画しております。 

○議長（植木 茂） 樗沢議員。 

○樗沢議員（樗沢 諭） 自席でお願いします。高齢疾患に伴うですね、リハビリステーションの需要が大きいとこの

ように行政は捉えてるようでございますけども、市内の需要の状況。民間のですね、医療機関でもってこういう形

でですね、リハビリステーションもしてるところもあると思うんですけどもその辺の状況はいかがですか。 

○議長（植木 茂） 健康保険課長。 

○健康保険課長（吉越哲也） 市内の病院において、どの程度リハビリの需要が全体であるかということは、申し訳あ

りませんが把握はしておりません。ただ、けいなん病院とすると先ほども話があったとおり急性期を終えた方々が

在宅等に戻るための施設として需要が非常に高まってると。病院としてもそうしったものについて、経営資源を投

入していくことが今後の病院経営のために必要だという判断で今回このような対応をとっていると理解しています。 

○議長（植木 茂） 樗沢議員。 

○樗沢議員（樗沢 諭） 健康保険課ではですね、もうちょっと細部にわたって把握をしていただきたいと。高齢疾患

に伴うですね、こういう多様なリハビリということで、どういうリハビリがですね、市民の人が必要であるかとい

うことで、健康調査だとかやられてるわけですから、その点についての市民の高齢疾患に対する状況も把握されて

ますか。 

議長（植木 茂） 健康保険課長。 
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○健康保険課長（吉越哲也） 詳細なものについては持ち合わせておりません。 

○議長（植木 茂） ほかにございませんか。 

   霜鳥議員。 

○霜鳥議員（霜鳥榮之） すみません、もう一点お願いします。入院の方だけのリハビリを対象にということになるの

か、今民間でもやってるんですけども、在宅でもって通ってリハビリを受けるという、こういうシステム的なもの

は考えておられるのかどうなのか。もしでしたら、やっぱりこういうものもきちんと位置づけしてくと言うのが必

要じゃないかというふうに思うんですけどもいかがでしょうか。 

○議長（植木 茂） 健康保険課長。 

○健康保険課長（吉越哲也） お聞きしてる範囲では、入院されてる方だけではなくて、通院と言いますか、そういっ

た方も含めてリハビリをされてると聞いております。 

○議長（植木 茂） ほかにございませんか。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（植木 茂） なければ、以上をもちまして全員協議会を閉会いたします。御苦労さまでした。 

    

 閉会  午前１０時４９分 

 

 

  


